










昭和52年以来,わが国では国家事業として5種類の先天性代謝異常症,およびクレチン症に

ついて新生児マス・スクリーニングが実施され,現在ではわが国で出生する新生児の 98%以

上をカバーするに至っている。この数年来,われわれはこのマス・スクリーニングの試料と

して用いられる炉紙乾燥血の多目的利用に注目していたが,昭和 57 年,当大阪府立母子保

健総合医療センターが新生児先天性代謝異常マス・スクリーニング事業の大阪府における

指定機関になったのをきっかけに,新生児ヘモグロビン変異種を対象とするマス・スクリー

ニングの研究を開始した。 

本年度は,すでに本格的作業に入ったマス・スクリーニングの成績とともに,とくに乾燥血

を試料とするヘモグロビン変異種の超微量構造解析法のあらましについて報告する。 


